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弘前大学人文学部紀要『人文社会論叢』の刊行及び編集要項
� 平成23年１月19日教授会承認
� 平成26年５月21日最終改正　

　この要項は，弘前大学人文学部紀要『人文社会論叢』（以下「紀要」という。）の刊行及び編集に
関して定めるものである。

１　紀要は，弘前大学人文学部（以下「本学部」という。）で行われた研究の成果を公表すること
を目的に刊行する。

２　発行は原則として，各年度の８月及び２月の年２ 回とする。
３　原稿の著者には，原則として，本学部の常勤教員が含まれていなければならない。
４　掲載順序など編集に関することは，すべて研究推進・評価委員会が決定する。
５　紀要本体の表紙，裏表紙，目次，奥付，別刷りの表紙，研究活動報告については，様式を研究

推進・評価委員会が決定する。また，これらの内容を研究推進・評価委員会が変更することがある。
６ 　投稿者は，研究推進・評価委員会が告知する「原稿募集のお知らせ」に記された執筆要領に従っ

て原稿を作成し，投稿しなければならない。「原稿募集のお知らせ」の細目は研究推進・評価委
員会が決定する。

７　論文等の校正は著者が行い， ３校までとし，誤字及び脱字の修正に留める。
８　別刷りを希望する場合は，投稿の際に必要部数を申し出なければならない。なお，経費は著者

の負担とする。
９　紀要に掲載された論文等の著作権はその著者に帰属する。ただし，研究推進・評価委員会は，

掲載された論文等を電子データ化し，本学部ホームページ等で公開することができるものとする。
10　紀要本体及び別刷りに関して，この要項に定められていない事項については，著者が原稿を投

稿する前に研究推進・評価委員会に申し出て，協議すること。

　　　附　記
　この要項は，平成23年１月19日から実施する。

　　　附　記
　この要項は，平成23年４月20日から実施し，改正後の規定は，平成23年４月１日から適用する。

　　　附　記
　この要項は，平成24年２月22日から実施する。

　　　附　記
　この要項は，平成26年５月21日から実施する。
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